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メタマテリアル開発
微細加工と量産性を兼ね備えたメタマ
テリアル作製技術の開発
メタマテリアル由来の新奇現象解明
と応用展開
負屈折率，光磁性や完全光吸収な
どの新奇現象の解明と、各種センサー
への応用

准教授
岡本敏弘

バイオセンシング、高分子ナノ界面
生体分子と光学デバイスを界面設計技術
により繋ぐことで、医光融合を達成します。
プラズモニクス、ラマン散乱
生体分子や細胞内の高感度かつ特異的
な光学検出を目指してナノ粒子を用いた
光増強基板を作製、評価します。

特任講師
加治佐 平

テラヘルツ波計測
この波長領域には分子や固体物質の
原子の振動などがあります。
テラヘルツ波による物性制御
テラヘルツ波をより積極的に利用し、物
質を計測するだけではなく物質のもつ性
質の制御を試みます。

特任准教授
南 康夫

プラスαで殺菌
プラスα（抗菌力の弱い物質、抗菌剤の低

濃度添加）で、殺菌力を向上できる。
光プラス天然物による相乗殺菌力
食品、医療分野での病原性微生物や腐敗原因
微生物の制御に利用する。

講師
白井 昭博

Disruption membrane

Decrease in viable cells

半導体結合共振器によるテラヘル
ツ の研究︓
化合物半導体多層膜で構成する
結合共振器を使って、テラヘルツ光
を発生する を創製する
室温動作する 素子の試作︓
単一素子への電流注入による赤外
二波長発振とその差周波発生（テ
ラヘルツ光の発生）の検証及び素
子の集積化

特任教授
北田 貴弘

コンタクト不良

undoped-
DBR

(113)B GaAs sub.

THz-wave

Two-color lasing

n-DBR

p-DBR

モード周波
数差は数テ
ラヘルツの
領域にある

ラマン分光を応用した組織診断
可視光～近赤外照射で組織の性状
を分析する基盤技術の開発
偏光顕微観察による生命科学研究
偏光を利用して細胞や組織の中の線
維状構造物や結晶構造を観察する
研究

特任講師
髙成 広起

テラヘルツ波非破壊計測技
術の開拓
テラヘルツの光の物質透過性、
物質を見分ける分光性、人
体に対する安全性を生かした
非破壊計測技術の開拓

特任助教
時実 悠

THz スキャンレス
顕微鏡

新技術
高速・高解像な

透過計測
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

超高品質の創出へ

錠剤 ｾﾗﾐｯｸ
ｺﾝﾃﾞﾝｻ

高速・高解像な
非破壊検査の実現

波及効果

大面積単結晶グラフェン作製
ポストシリコン材料として期待され
るグラフェンの電子物性に注目し、
単結晶 基板上へのグラフェン
作製技術を確立
グラフェンを用いた先端デバイス
作製
テラヘルツ や高機能 セン
サへの応用可能なグラフェンデバ
イス開発

教授
永瀬 雅夫

10 mm

大面積単結晶グラフェン作製技術

積層デバイス化技術

テラヘルツ波計測技術

グラフェン物性制御技術

グラフェン表面修飾技術

新機能グラフェンデバイス創生

テラヘルツLED高性能IoTセンサ

単結晶 
グラフェン試料 
(1 00  mm2)

超高温超高速 
赤外線加熱炉 
(スーパーR TA )

S iC上グラフェン(模型)
グラフェン S iC

エピタキシャルグラフェンを用いた
バイオセンサ
これまで再現性に課題があったグ
ラフェンバイオセンサについて、エピ
タキシャルグラフェンを用いることに
より非常に高い再現性・感度を実
現

准教授
大野 恭秀

深紫外 用超高温 装
置と結晶欠陥観察のための新顕微
鏡開発
結晶欠陥抑制による深紫外 の
長寿命化を実現

特任准教授
永松 謙太郎

最先端ナノフォトニクス技術を
駆使したナノ光デバイスの創成
プラズモニクス（金属ナノ構造を
用いた光の局在・増幅）および
メタマテリアル（人工ナノ構造を
使った未踏光学材料）技術を
用いて、ポスト デバイスの高
性能化を実現

特任准教授
矢野 隆章

光の極限制御技術を駆使し光コムの新奇応用を開拓
ファイバーレーザーをベースとした光コムと導波路型非線形
結晶を組み合わせた広帯域光コム光源の開発

特任准教授
吉井 一倫

非標識イメージング技術による特発
性肺線維症の新規診断法の確立
厚労省指定難病の１つである特発
性肺線維症に対し、反射光や散乱
光を応用した非標識イメージングによ
り早期診断・発症メカニズム解明

特任助教
大塚 邦紘

上田 隆雄

近赤外分光法によるインフラコンクリー
ト構造物の健全性診断
コンクリートの経年劣化の原因の一つで
ある塩分や硫酸の内部浸食を近赤外
光による分光法によって測定し、崩壊危
険度を定量化

技術を活用したマルチメディア
システムの開発
技術の活用による医療画像

（細胞画像）から癌細胞を検出
する細胞診システム、スポーツ動画
等の長時間映像から得点シーンな
どを検出する映像解析システムなど
の知的マルチメディアシステム開発

教授
獅々堀 正幹

教授
直井 美貴

サブ波長ナノ構造を用いた多機能 と光セン
サーの開発
紫外から可視光の波長領域に対して、光の波長
よりもわずかに小さな周期を有する単層のサブ波
長ナノ構造に着目した ・光センサー一体型デ
バイスの開発

教授
古部 昭広

光機能ナノ材料の先端レーザー分光
非常に短い時間（ 秒）だけ光
るフェムト秒レーザー光源を基にした、
実デバイス測定に特化した時間分解
分光システムの開発

時・空間分光による光機能性材料の
反応機構解明
すべての化学種が観測可能、かつ試
料内の微小領域における光科学反応
を直接観測できる時間分解電子スペ
クトル測定法を顕微鏡と組み合わせた
時・空間分解分光システムの開発

助教
片山 哲郎

助教
八木下 史敏

π電子系有機分子の光機能開拓
ディスプレイや固体レーザーへ展開
可能な強発光性有機分子、
ディスプレイやセキュリティープリント、
光通信などの高度な光情報プロセ
シングへ応用可能な円偏向発光
体の開発

医用ナノ材料物性
一部の金属ナノ材
料が持つ、熱プラズ
モニクスを利用した
ナノ手術用熱プラズ
モニック素子の開発

助教
栁谷 伸一郎

教授

光応答性有機分子の開発
研究
呼気中の特定成分を検知し
て光る有機分子の合成の技
術を活用した、特定波長の

照射に応じて機能を発
現する光応答性分子の開発

教授
難波 康祐

准教授
坂根 亜由子

疾患の病態の解明と革新的診断・治療法
に繋がる光デバイスの創出に向けた基盤
研究
種々の疾患の病態の解明を目指して、光
科学研究者と新たな融合研究を展開すると
ともに、新規光源・デバイスの開発を促す

教授安井 武史

コム

デュアル コム分光

高速 カラースキャナー

断層イメージング

ガス分析

コム
光波 波 電波を繋ぐ周波数の架
け橋。多種多様な 応用に利用可
能
デュアル コム分光法
高分解・高確度･広帯域性を兼ね備え
た万能型 分光法。

断層イメージング
非接触リモート・非侵襲に非金属物質
の内部断層像を取得可能

ガス・センシング
エアロゾル（煙、ススなど）が混在した
環境下でのガス分析が可能。火災現
場や燃焼過程のセンシングに有用。
高速 カラースキャナー

波の良好な物質透過性と指紋ス
ペクトルを用いた成分分析型内部透視

デジタルホログラフィー
不透明物体を内部透視可能な３次
元イメージング法

特任講師
江本 顕雄

光位相計測
これまでに複屈折位相差に着目した光計
測の分野に取り組んでいました。
テラヘルツ波計測
高透過性や化学構造との強い相互作用に
注目した光計測に取り組んでいきます。

身近な製品のテラヘルツ領域の吸収スペクトル

特任講師
山口 堅三

構造ヘルスモニタリングセンサの開発
金属内の電子と光の相互作用であ
る表面プラズモンの強結合と赤外光
～テラヘルツ波を用いた高感度の薄
膜状構造ヘルスモニタリングセンサの
開発

特任助教
水野 孝彦

光コム顕微鏡の高機能化と応用開拓
レーザー走査型顕微鏡の点検出のた
めの測定時間長の課題を解決する、
光コムを情報キャリアとみなした新たな
２次元検出顕微鏡の開発

生物と光
細胞、菌、微生物、植物など生
物に光を照射することによる影響
について調べ、多岐にわたる応用
に活かす研究
波長領域︓紫外、可視光、

赤外、テラヘルツ

特任研究員
鈴木 昭浩

次世代光源
（深紫外、赤外、
テラヘルツ）

細胞へ
光照射

光治療の礎となる
反応の観察

特任准教授
久世 直也

マイクロ光周波数コムに関する研究
超精密分光・超高精度な距離測定が可能な光
周波数コム光源を普及可能にする安価・小型の
マイクロコム光源開発

がん細胞の硬さ計測
新たに赤外コム・ブリルアン散乱顕微鏡を開発し，
がん細胞判別手法として応用します．
赤外コムの工業計測応用
赤外コムを用いた計測手法を， デバイス
を始めとした工業分野の計測に応用します．

特任助教
長谷 栄治

高速，非侵襲，非接触かつ一細胞レベルの
空間分解能で，細胞の“硬さ”特性を取得

・

・

・

例 ライン 数 でのドップラーイメージング

ﾗｲﾝｽｷｬﾝ･ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ
・ｶｽｹｰﾄﾞﾘﾝｸ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾎﾛｸﾞﾗﾌｨ
ｽｷｬﾝﾚｽ位相ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ etc…

ﾃﾞﾊﾞｲｽの
代表例

・ﾌﾟﾘﾝﾀｰﾍｯﾄﾞ
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾐﾗｰ

ﾃﾞﾊﾞｲｽ
・光ｽｲｯﾁ
・光ｽｷｬﾅｰ

用ｶﾝﾁﾚﾊﾞｰ
・光変調器

…

赤外コム計測法
生体機能を可視化するラマン散乱
分光法
ラマン散乱分光法により，非侵襲
的に生体組織機能を可視化するこ
とができる．
術後 の向上を目指した医光
融合
生体組織機能センシングに基づい
て，術式の定式化による術後

向上を目指す．

准教授
南川 丈夫 心筋梗塞診断

末梢神経検出

新しいがん診断技術の研究開発
がん診断の質向上を目的とし、
と機械学習を組み合わせた形態
診断補助法の確立及びラマン散
乱光分析・質量分析を用いた異
形細胞の迅速診断法の開発

教授
常山 幸一

助教
九十九 伸一

新光技術による生体分子の検出
ヒトやマウスの免疫・炎症性疾患の遺伝学的
な解析を基に作成した病態モデルマウスの解
析による疾患メカニズムの解明、病態と相関
する血中分子を検出できる光学的装置の開
発

可視光よりも波長が長いテラヘルツは、 開発が進んでおらず、“ 電磁波最後のフロン

ティア ” と言われています。物を透過する波長の特性から、インフラの非破壊検査

や食品の異物検査などへの応用が期待される光源です。

深紫外は水銀灯に変わる次世代の水処理（殺菌）光源として期待されて

います。特に LED の内結晶欠陥の抑制による長寿命を実現し、医療、

空気清浄、細胞研究などの新規応用にも取り組みます。

物に照射することで超精密な物差しのように使うことができることか

ら、呼気中の成分からの健康診断など、健康医療への展開が見込まれて

います。

広域な波長帯に関わる研究 連携分野の研究

特殊光を用いた癌の新しい内視鏡
診断と光治療法の開発
癌細胞に特異的に発現する分子を
標的とした蛍光プローブの開発及び
分子イメージング診断法の開発、さ
らに癌細胞のみを焼灼する新光治
療法の創出

教授
髙山 哲治


